
左
記
の
と
お
り
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

一
、
中
学
生
・
小
学
生
・
幼
年

　
●

課
題
＝
次
ペ
ー
ジ
掲
出
課
題

　
●

用
紙
＝
本
会
選
定
用
紙

　
　
　
　
○‌

　�

幼
・
小
一
年
…
…
…
…
…
四
行
用
紙

　
　
　
　
○‌

　�

小
二
年
以
上
…
…
…
…
…
五
行
用
紙

　
●

用
具
＝
幼
年
か
ら
小
三
ま
で
は
え
ん
ぴ
つ

　
　
　
　
　‌�

小
四
以
上
は
、
つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ

ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使

用
。

一
、
出
品
料
（
一
点
に
つ
き
）

　
　
会
　
　
　
友
　
　
六
三
〇
円

　
　
中
学
〜
幼
年
　
　
五
三
〇
円

一
、
出
品
締
切
り

　
令
和
三
年
七
月
二
十
四
日
（
土
）
必
着
の
こ
と

一
、
送
り
先

　
509
ー
5134
　
土
岐
市
泉
島
田
町
一
ー
三
〇

　
　
　
　
　
大
書
心
会
全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
係

一
、
審
　
査

　
期
　
日
　
七
月
三
十
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
半
か
ら

　
会
　
場
　
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

　
　
　
　
　
　
　
三
Ｆ
第
一
・
二
会
議
室

一
、
審
査
員

　‌�

会
長
・
認
定
審
査
員
・
及
び
八
十
点
以
上
出
品
の

団
体
責
任
者
に
委
嘱
。

一
、
褒
　
賞

　‌�

大
賞
・
準
大
賞
・
会
友
特
選
（
以
上
会
友
作
品
を

対
象
と
す
る
）・
会
長
賞
※
土
岐
市
長
賞
※
同
教

育
長
賞
※
同
市
議
会
議
長
賞
※
中
日
新
聞
社
賞
・

大
書
心
会
賞
・
理
事
長
賞
・
師
範
会
賞
・
理
事
奨

励
賞
・
特
選
・
奨
励
賞
・
俊
英
賞
・
優
秀
・
秀
作
・

入
選
・
佳
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
※
印
は
申
請
中
）

　
○‌

　�

全
員
に
賞
状
、
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。

　
○‌

　��

成
績
優
秀
な
団
体
に
は
、
団
体
賞
を
授
与
し
ま

す
。

一
、
団
体
出
品

　�

５
点
以
上
ま
と
め
て
出
品
の
場
合
は
団
体
扱
い

と
な
り
ま
す
。
特
典
も
あ
り
、
そ
の
他
出
品
目
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
か
ら
大
書
心
会
事
務
局
あ

て
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
▽�

支
局
・
支
部
に
は
、
予
め
出
品
目
録
を
郵
送
い

た
し
ま
し
た
。

一
、
成
績
発
表

　‌�
本
誌
十
月
号
誌
上
。（
各
団
体
宛
に
も
通
知
い
た

し
ま
す
）

　
　
※
作
品
展
及
び
授
賞
式
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

一
、
会
長
賞
受
賞
者
の
特
典

　
●‌

　�

六
段
以
下
の
受
賞
者
は
一
階
級
昇
格
を
認
め

ま
す
。

　
●‌

　�

現
在
小
五
年
生
以
上
で
、
幼
年
か
ら
通
算
し
て

三
回
受
賞
し
た
場
合
は
会
友
を
認
定
し
ま
す
。

　
※
い
ず
れ
も
八
月
か
ら
昇
格
し
ま
す
。

一
、
特
別
昇
級
の
特
典

　�

硬
筆
部
１
級
以
下
の
出
品
者
は
、
全
員
一
階
級
特

進
を
認
め
ま
す
。（
申
請
者
の
み
）

一
、
そ
の
他

　
○‌

　�

一
人
何
点
で
も
出
品
で
き
ま
す
が
、
特
別
賞
受

賞
は
一
人
一
点
と
し
ま
す
。

　
○‌

　�

出
品
料
は
為
替
か
小
為
替
に
し
て
作
品
と
同

封
し
書
留
で
送
る
か
、
現
金
書
留
に
よ
る
送
金

に
限
り
ま
す
。（
振
替
、
そ
の
他
は
不
可
）

　
○‌

　�

作
品
は
月
例
競
書
と
同
封
し
て
も
よ
ろ
し
い

が
必
ず
混
同
し
な
い
よ
う
、
明
確
に
区
別
し
て

下
さ
い
。

 

〔
注
〕

※�

硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
及
び
授
賞
式
は
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
会
場
使
用
の
た
め
今
年
も

休
止
い
た
し
ま
す
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
全
て
の
行
事
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
誌
上
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
ど

う
ぞ
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

　▼
原
寸
大
手
本
（
コ
ピ
ー
）

　
　
　
一
枚
…
…
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

▼
選
定
用
紙
（
四
行
・
五
行
用
紙
と
も
）

　
　
　
一
冊
…
…
八
〇
円
（
送
料
実
費
）

　
※�

ご
注
文
の
節
は
、「
四
行
」
ま
た
は
「
五
行
」

と
は
っ
き
り
ご
指
定
下
さ
い
。

第 100 回　全国書道コンクール出品要項第 100 回　全国書道コンクール出品要項



−  1  −

幼
　
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
一
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
二
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

※
「
ペ
ン
」
は
、
つ
け
ペ
ン
、
デ
ス
ク
ペ
ン
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
い
ず
れ
か
を
使
用
。
　
　
　
※
幼
年
か
ら
小
五
ま
で
は
上
一
段
あ
け
て
書
い
て
下
さ
い
。
句
読
点
は
省
略
し
ま
す
。

小
三
年
（
え
ん
ぴ
つ
）

小
五
年
（
ペ
ン
）

小
四
年
（
ペ
ン
）

中
一
年
　
楷
書
（
ペ
ン
）

中
二
・
三
年
　
行
書
（
ペ
ン
）

小
六
年
（
ペ
ン
）

第１００回コンクール課題　（テーマ＝海と空）



−  2  −

短期特別課題 原 点 回 帰

憲
照
先
生
の
手
本
ア
‐
ラ
‐
カ
ル
ト

（７）

�

（
à
‐
l
a
‐
c
a
r
t
e
）  

　
　

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）

昭
和
61
年
５
月

つけペン・墨汁使用

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼�

今
回
は
硬
筆
部
だ
け
に
限
り
ま
す
。
全
員
本
会
段
位

用
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
硬
筆
を
習
っ
て
い
な
い
方

も
、
出
品
は
可
能
で
す
。
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

▼�

硬
筆
な
ら
ば
用
具
は
自
由
で
す
が
、
線
美
を
追
求
の

た
め
に
は
、
つ
け
ペ
ン
・
墨
汁
を
お
薦
め
し
ま
す
。

▼�

出
品
制
限
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼�

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
硬

筆
規
定
の
成
績
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
無
記
入
で
も
結
構
で
す
。

▼�

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲

載
し
ま
す
が
、成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

▼�

月
例
作
品
と
同
封
す
る
場
合
は
、
必
ず
別
の
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
分
け
、表
に
「
月
例
」「
短
期
特
別
」
と
明
記

し
て
混
同
し
な
い
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

本
会
は
、
今
年
で
創
立
六
十
六
周
年
を
迎
え
ま
す
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
界
中
が
混
乱
に
陥
り
、
本

会
と
し
て
も
過
去
に
な
い
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
諸
先
生
、
会
員
の
皆
様
の
〝
書
〟
へ

の
意
欲
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
時
間
と
共
に
基
本
的

活
動
は
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◎�

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
年
の
短
期
特
別
課
題
は
、

『
原
点
回
帰
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
本
会
の
創
設
者
奥

村
憲
照
先
生
の
手
本
を
改
め
て
学
び
直
す
こ
と
に
い

た
し
ま
す
。
お
手
本
は
、
硬
筆
、
毛
筆
、
一
般
部
、

教
育
部
な
ど
も
合
わ
せ
れ
ば
相
当
数
あ
り
ま
す
。
一

種
類
を
四
ヵ
月
交
替
で
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◎�

多
く
の
方
が
か
つ
て
憧
れ
た
憲
照
先
生
の
書
と
向
き

合
う
こ
と
で
、
書
へ
の
情
熱
を
今
一
度
燃
え
上
が
ら

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎�

創
立
七
〇
周
年
に
向
け
て
、
力
強
く
歩
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

〔
解
　
説
〕 〔

読 

み
〕
悪
は
多
け
れ
ど
　
一
善
に
勝
つ
こ
と
な
し
　
―
日
蓮
上
人
―

★
悪
は
…
（
書
体
＝
草
書
）

　
日
蓮
上
人
の
書
簡
の
一
節

　「
善
」
が
「
悪
」
に
勝
つ
と
は
思
わ
な
い
け

れ
ど
も
、
今
日
ま
で
人
間
の
歴
史
は
善
の
最

後
的
な
勝
利
を
実
証
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

故
に
こ
そ
、
人
類
は
こ
こ
ま
で
進
歩
向
上
し

て
来
た
の
で
あ
る
。

　
百
悪
千
悪
万
悪
も
、つ
い
に
は
「
一
善
」
に

勝
つ
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

　
こ
の
句
は
私
共
の
内
面
生
活
を
も
物
語
っ

て
い
ま
す
。

（
悪
）

軽
く

リ
ズ
ミ
カ
ル
に

（
多
）

サ
ッ
と

や
や
短
め
に

圧

（
善
）

点
ひ
ろ
く

軽
く

（
勝
）

じ
っ
く
り
と

１

１

１

２

２

２

３

３
一
気
に
の
び
の
び
と

小
さ
く

※
草
書
の
字
形
を
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ
る
。

（
蓮
）

小
さ
く

（
上
）

つぶす

のびのびと



新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕

−  3  −

新
あら

　井
い

　龍
りゅう

　峰
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

〔変換例〕

★
誠
実
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　
チ
ョ
ー
サ
ー

�

（
一
三
四
〇
頃
～
一
四
〇
〇
）

　
　
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人

　『
誠
実
さ
』
と
は
、
責
任
の
別
の
表
現
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
自
分
の
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
の
結
果
に

責
任
を
取
る
と
い
う
の
は
、
失
敗
し
な
い
よ

う
に
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し
ま
な
い
の
が

責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　
芸
術
の
魅
力
は

　
結
局
、
魂
の
魅
力
だ

　
　
武
者
小
路
実
篤

★
人
生
に
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　
デ
カ
ル
ト
（
一
五
九
六
～
一
六
五
〇
）

　
　
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
・
数
学
者

　
新
し
い
学
問
、
知
識
を
築
く
た
め
に
デ
カ

ル
ト
は
一
切
の
も
の
を
疑
っ
て
か
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
疑
っ
て
い
る
自
分
の
存
在
を
疑

う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
「
わ
れ
思
う

故
に
わ
れ
あ
り
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
は
、

自
然
を
探
究
し
、
真
理
を
発
見
す
る
働
き
を

端
的
に
表
し
て
い
ま
す
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　
勝
て
る
と
思
え
ば

　
勝
て
る
の
だ

　
自
信
こ
そ

　
勝
利
の
条
件
で
あ
る

　　
▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　
▼
師
範
＝
楷
書

　
▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月24 日（必着）

古
ふる

　田
た

　瑞
ずい

　苑
えん

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

丸
み
を

丸
み
を

丸
み
を

ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に



新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  4  −

〔
句
解
〕
か
ん
こ
鳥
が
飛
ん
で
い
く
。
そ
の

声
は
人
を
さ
び
し
が
ら
せ
る
が
、
お
前
自
身

も
さ
び
し
く
て
飛
ん
で
い
く
の
か
。

〔
鑑
賞
〕「
憂
き
我
を
さ
び
し
が
ら
せ
よ
閑か

ん

古こ

鳥ど
り

」（
松
尾
芭ば

蕉し
ょ
う）

の
句
を
踏
ま
え
て
こ

の
乙
由
の
句
が
出
来
、
乙
由
の
こ
の
句
を
踏

ま
え
て
、「
閑か

ん

古こ

鳥ど
り

寺
見
ゆ
麦ば

く

林り
ん

寺
と
や
い

ふ
」（
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

）
の
句
が
出
来
た
。

『
俳
諧
百
一
集
』
は
、
こ
の
句
を
選
ん
で
、

〈
そ
の
心
の
さ
び
し
み
よ
り
お
こ
り
て
聞
く
人

も
さ
び
し
、
鳥
も
さ
び
し
、
天
性
不
思
議
神

境
と
見
え
た
り
〉
と
評
し
て
い
る
。

〔
解
説
〕
二
行
目
が
級
も
段
も
画
数
が
少
な

い
の
で
一
、
三
行
目
は
少
し
強
く
筆
圧
を
か

け
て
書
い
て
み
て
下
さ
い
。

◆
８
月
課
題
予
告

　
紅
さ
い
た
口
も
忘
る
る
清し

水み
ず

か
な

�

（
千ち

代よ

女じ
ょ

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

諫加
无

鼓己

鳥
我
も毛

さ
び
し
い以

か可

飛
ん

（
無
）

で
行
く久

諫
鼓
鳥
我
も
さ佐

び日

し
い意

か可

飛
ん

（
无
）

で天

行
く久

諫か
ん

鼓こ

鳥ど
り

我
も
さ
び
し
い
か
飛
ん
で
行
く

�

（
中な

川が
わ

乙お
つ

由ゆ
う

）

〔
古
筆
参
考
〕

一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　7 月24 日（必着）

毛も以い意い可か久く



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

〔古筆参考〕

−  5  −

関
せき

   戸
ど

   本
ぼん

   古
こ

   今
きん

   集
しゅう

�
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
㋸
㋾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ざ
く
ら
と
も无

山
ざ佐

く九

ら羅

わ
が可

み
に尓

く九

れ
ば盤

ゝ
（
は
）

る
が可

す須

み三

み
ね年

に尓

も毛

を
に
も裳

た多

ち
か可

く
し
つ徒

ゝ

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）�

簗や
な

　
瀬せ

　
舟

し
ゅ
う

　
香こ

う

　
書

〔
歌
意
〕
山
里
で
は
、
夏
草
の
繁
茂
し
た
道

を
刈
り
開
い
て
、
こ
れ
が
春
に
桜
狩
り
に
来

た
人
の
通
っ
た
道
な
の
だ
と
、
今
は
人
の
訪

れ
も
稀
な
道
に
人
の
心
を
知
る
事
で
あ
る
。

〔
出
典
〕
山
家
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

・�

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
、

㋑
と
㋷
、
㋩
と
㋥
、
㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋠
、

㋩
と
㋷
、
㋭
と
㋬
、
㋭
と
㋠
、
㋣
と
㋠
、

そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

↓
線
の
方
向
大
切
。

・�

○
余
白
大
切
。

・

●�

密
の
動
き
大
切
。

◆
８
月
課
題
予
告

　
木こ

の
間
洩
る
有
明
の
月
を
な
が
む
れ
ば

　
さ
び
し
さ
そ
ふ
る
峯
の
松
風

草く
さ

し
げ遣

る類

道
か
り利

あ
け介

て
山
里
は八

花
見
し新

人
の
心
を越

ぞ
し
る

㋭㋬

㋣㋠

㋷

㋥ ㋩
㋺㋑



は が き 課 題 奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

こ
の
太
陽
の
も
と
、
畑
の
野
菜
は
元
気
で
す
。

茗
荷
が
採
れ
た
の
で
、
柴
漬
け
に
挑
戦

は
じ
め
て
に
し
て
は
上
手
に
出
来
ま
し
た
。

少
し
ば
か
り
届
け
ま
す
。
ご
笑
味
あ
れ
。

令
和
三
年
盛
夏

締切り　7 月 24 日（必着）

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　�

こ
の
太
陽
の
も
と
、
畑
の
野
菜
は
元
気
で
す
。
茗

み
ょ
う

荷が

が
採
れ
た
の
で
、
柴
漬
け
に
挑
戦
。

は
じ
め
て
に
し
て
は
上
手
に
出
来
ま
し
た
。
少
し
ば
か
り
届
け
ま
す
。
ご
笑
味
あ
れ
。

令
和
三
年
盛
夏

　
　
　
　
　
（
ご
自
分
の
氏
名
）

◆
今
月
は
、
文
章
も
自
由
と
い
た
し
ま
す
。

◆�

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
自
由

に
創
作
し
て
下
さ
い
。

◆�

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
、
個
性
豊
か
な
暑

中
見
舞
い
状
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

自 

由 

課 

題

　
　
　
作
品
の
出
し
方

■
　�

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　�

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　
用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　 （
黒
色
に
限
る
）

■
　
両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用



一般部毛筆細字課題

伊
い

　藤
とう

　梅
ばい

　香
こう

　書

一般部毛筆条幅課題

荻お
ぎ

　
田た

　
蒼そ

う

　
仙せ

ん

　
書

半紙（３３４mm×２４０mm）

−  7  −

〔�

条
幅
解
説
〕

　
筆
を
ま
っ
す
ぐ
に
立
て
て
紙
を
突
い
た
時
の
弾
力
9

9

を
運
筆

に
活
か
す
…
…
止
ま
っ
た
時
そ
の
弾
力
を
手
に
確
認
し
て
次

の
運
筆
へ
…
…
弾
力
の
き
い
た
線
の
訓
練
を
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
朝4

顔
が
軒
先
ま
で
伸
び
て
涼4

し
さ
を

　
　
演
出
し
て
く
れ
ま
す

　
こ4

の
季
節
に

　
　
な
る
と
甚4

兵
衛
姿
の
先
生
が
打
水
を

　
　
さ4

れ
て
い
た
姿
が
思
い
浮
か
び
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
自
分
の
氏
名
）�

 

　
・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ ‌�

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
青
々
た
る
楊
柳

の
入
江
に
近
く
魚
を
釣
る

に
よ
い
が
、
青
々
た
る
竹

が
軒
に
接
し
て
琴
を
ひ
く

に
も
よ
い
の
で
あ
る
。

初
出
品
の
方
へ

　�

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

緑り
ょ
く
よ
う
ほ
に
ち
か
く
つ
り
を
た
る
る
に
た
え
た
り

楊

近

浦

堪

釣

　

翠
す
い
ち
く
の
き
に
あ
た
り
き
ん
を
い
ん
す
る
を
こ
の
む

竹

當

軒

好

韻

琴

路
半
千

締
切
り
　
七
月
二
十
四
日
（
必
着
）　
　
半
　
切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）
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襌ぜ
ん
ぼ
う
か
ぼ
く
ふ
か
し

房
夏
木
深
　
　
※
襌
＝
禅

〔
大
意
〕
寺
に
は
夏
の
木
立
が
樹
陰
を
深
く

し
て
い
る
。

◎
上
達
の
ポ
イ
ン
ト
…
結
構
法

　
〔
横
画
に
つ
い
て
〕

　
横
画
を
全
て
同
じ
筆
遣
い
で
書
く
方
を
多

く
見
受
け
ま
す
の
で
、
違
い
を
説
明
し
ま
す
。

・�

横
画
が
並
ぶ
場
合
…
最
上
部
は
そ
り
気
味

に
書
き
ま
す
。
最
下
部
は
中
央
を
少
し
高

く
し
、
伏
せ
て
収
め
ま
す
。

（
例
）

・�

次
の
よ
う
な
文
字
は
線
の
間
隔
を
揃
え

て
、
方
向
を
統
一
し
ま
す
。

（
例
）

・�

全
て
を
同
じ
長
さ
に
せ
ず
、
一
画
の
み
を

長
く
す
る
と
よ
い
文
字
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）

・�

画
数
の
多
い
文
字
は
ペ
ン
字
と
違
い
、
線

の
太
さ
を
考
慮
し
て
筆
先
を
軽
く
細
め
に

書
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

◆
８
月
課
題
予
告
（
行
書
）

〔解　説〕

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　7 月24 日（必着）

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
楷
書
）�

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書
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〔
出
典
〕
孔
子
廟
堂
碑
（
六
二
六
～
六
三
三
）

〔
筆
者
〕
虞ぐ

世せ
い

南な
ん

（
五
五
八
～
六
三
八
）

〔
読
み
〕�（
遂す

い

）
古こ

を
（
旁ぼ

う

求
き
ゅ
う

し
、）
克こ

っ

己き

し
て
思し

治ち

す
る
は
、
曽

す
な
わ

ち

〔
解
説
〕

◆
８
月
課
題
予
告※

旁
と
同
じ

　
　 

古
　
　
　
　
　 

克
　
　
　  

己
　
　
　
　
　 

思
　
　
　
　  

治
　
　
　
　
　  
曾

　一般部毛筆漢字課題� 締切り　7 月24 日（必着）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨
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　一般部毛筆かな課題� 締切り　7 月24 日（必着）

〔
解
説
〕

　
ま
ず
全
体
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
３
行
で
並
ん
だ
字
数
は
、
５
字
、
７
字
、

５
字
で
書
い
て
、
最
後
の
５
字
を
変
体
仮
名

で
書
い
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
１
行
１
行
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　「
ゆ
り
の
か
の
」

　「
ゆ
り
」、
た
っ
ぷ
り
含
蓄
し
た
筆
で
、
第

１
画
を
ち
ょ
っ
と
突
い
て
（
蔵
鋒
で
）
入
り
ま

す
。
毛
先
が
喰
い
込
む
よ
う
に
引
い
て
、
角
で

止
め
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
ま
わ
っ
て
〈
遅
速
の
変

化
〉
を
付
け
な
が
ら
次
の
角
ま
で
力
強
さ
を

持
続
し
ま
す
。
そ
し
て
、
角
で
し
っ
か
り
突
い

て
毛
先
に
バ
ネ
を
か
け
、
力
強
く
「
り
」
の

第
１
画
へ
つ
な
ぎ
ま
す
。
１
本
の
線
で
「
ゆ
」

の
終
画
と
「
り
」
の
始
画
を
共
有
し
ま
す
。

「
り
」
の
第
２
画
の
〈
曲
線
は
ゆ
っ
く
り
回
っ

て
〉
垂
直
に
近
い
縦
線
を
さ
ら
り
と
書
き
流

し
ま
す
。

　「
か
せ
す
き
や
か
て
」

　「
せ
す
」、「
や
」、「
て
」
の
長
い
横
線
は
、

方
向
（
角
度
）
が
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
か
ら
、

同
じ
よ
う
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ

れ
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、「
せ
」
は
左

回
り
、「
す
」
は
直
線
、「
や
」
は
右
回
り
、

「
て
」
は
左
回
り
と
い
う
と
こ
ろ
な
ど
を
捉
え

る
と
、
す
っ
き
り
し
た
線
を
書
く
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　「
遊
農
可
阿
利
」

　
墨
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
慌
て
ず
に

書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
墨
が
た
っ
ぷ
り
あ
る

と
こ
ろ
と
同
じ
よ
う
に
、
ゆ
っ
た
り
と
遅
速
の

リ
ズ
ム
を
持
ち
な
が
ら
、〈
直
線
は
ハ
ヤ
イ
、

曲
線
は
オ
ソ
イ
〉
原
則
を
守
り
な
が
ら
書
き

上
げ
ま
す
。

〔
句
意
〕�

深
山
道
、
百
合
の
強
い
匂
い
が
風
に
の
っ
て
き
た
。
や

や
し
ば
ら
く
歩
く
と
、
温
泉
の
匂
い
が
し
て
き
た
。
目

的
の
宿
の
近
い
こ
と
を
知
ら
せ
る
香
に
疲
れ
た
足
も
軽

く
な
っ
た
。

　
　
　
　
◆
８
月
課
題
予
告

　
　
　
　
　
鰯

い
わ
し

雲ぐ
も

天て
ん

に
ひ
ろ
ご
り
は
ぎ
咲さ

け
り

百ゆ

合り

の
香か

の
風か

ぜ

過す

ぎ
や
が
て
湯遊

の農

香可

あ阿

り利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福ふ

く

田だ

蓼
り
ょ
う

汀て
い

「
夏
の
俳
句
」

〔
歌
意
〕
古
里
は
散
り
か
か
る
紅
葉
に
す
っ

か
り
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
昔
を
し
の
ば
せ
る

軒
の
し
の
ぶ
草
に
秋
風
が
さ
び
し
く
吹
い
て

い
る
よ
。

〔
出
典
〕
新
古
今
和
歌
集

　
　
　
　（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）

〔
解
説
〕

新
入
か
ら
１
級
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書



−  11  −

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で�

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書

−  10  −

　一般部毛筆かな課題� 締切り　7 月24 日（必着）

〔
歌
意
〕�

小
鳥
た
ち
は
ど
ん
な
に
睦
ま
じ
く
啼
き
か
い
飛
び
か
っ

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
夏
の
青
々
と
茂
っ
た
山
に
近
づ

い
て
い
く
こ
と
だ
。

　
　
　
　
◆
８
月
課
題
予
告

　
　
　
　
　
秋あ

き

風か
ぜ

に
は
つ
雁か

り

が
ね
ぞ
聞き

こ

ゆ
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰た

が
玉た

ま

づ
さ
を
か
け
て
来き

つ
ら
む

〔
解
説
〕

　
ま
ず
全
体
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
料
紙
は
緑
色
の
〈
具
引
き
紙
〉
で
す
。
上

部
は
う
す
く
、
下
部
は
濃
く
な
っ
て
い
ま

す
。
濃
く
な
っ
た
部
分
に
花
木
の
模
様
が
つ

い
て
い
て
、
そ
こ
に
切
箔
と
砂
子
が
ま
か
れ

て
い
ま
す
。〈
料
紙
と
は
仮
名
で
清
書
す
る

時
に
使
う
美
し
く
装
飾
さ
れ
た
紙
〉。

　
さ
て
、
行
頭
を
見
て
い
く
と
、
だ
ん
だ
ん

下
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
１
行
か
ら
「
支
」

ま
で
の
〈
漸
減
〉
の
仕
方
は
、
よ
く
出
て
き

ま
す
か
ら
し
っ
か
り
捉
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
、
左
の
２
行
は
寄
り
添
っ
て
書
い

て
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
１
行
１
行
順
に
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
「
こ
と
り
ら
の
」

　
「
こ
と
」
小
さ
く
書
き
出
し
た
「
こ
」
は

上
空
か
ら
小
太
鼓
を
叩
く
よ
う
な
感
じ
で

力
強
く
書
き
出
し
ま
す
。「
と
」
の
第
１
画

ま
で
叩
く
よ
う
に
書
い
て
曲
線
に
移
り
ま

す
。「
り
」
の
第
１
画
は
鋭
く
、
第
２
画
の

縦
線
は
緩
や
か
に
、「
ら
」
は
細
め
に
軽
や

か
に
、
「
の
」
は
下
の
余
白
を
意
識
し
な
が

ら
暢
び
や
か
に
書
い
て
第
１
行
を
書
き
終
え

ま
す
。

　
「
い
可
尓
む
つ
み
て
」

　
「
い
」
の
頭
は
、
右
の
「
と
」
の
頭
と
並

ば
な
い
よ
う
に
書
き
出
し
ま
す
。
行
尾
の

「
て
」
は
上
か
ら
の
流
れ
の
や
や
右
へ
移
行

さ
せ
て
大
き
な
余
白
へ
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
「
あ
利
ぬ
へ
支
」

　
「
支
」
を
「
へ
」
に
ち
ょ
っ
と
寄
せ
て

〈
行
間
を
狭
め
て
〉
前
半
を
書
き
終
え
ま

す
。
こ
の
「
支
」
の
位
置
で
こ
こ
ま
で
を
安

定
さ
せ
シ
メ
く
く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

小こ

鳥と
り

ら
の
い
か可

に尓

睦む
つ

み
て
あ
り利

ぬ
べ
き支

　
　
　
　
　
　
　
夏
青
山
に二

我王
れ

は者

ち
か可

づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎さ

い

藤と
う

茂も

吉き
ち



よ
　
　
う
　
　
年

小
　
一
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　
三み

　
宅や

け

　
容よ

う

　
玉

ぎ
ょ
く

　
書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −−  13  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 硬
こ う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

あ
ま

が
わ

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

３

３

３

４



小
　
三
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小
　
二
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

−  12  −−  13  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 硬
こ う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

リ
キ

だ
ち

ジ

ゆ
う

シ
ュ
ウ

か
ら
だ

サ
ク

※
夕ゆ

う

立だ
ち

＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。



小
　
五
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　
小
五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
四
年
以
上

　
岡お

か

　
嶋じ

ま

　
桂け

い

　
川せ

ん

　
書

−  14  −−  15  −

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
四
　
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
〜
１
級

教 育 部 硬 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

や
ま

サ
ン

カ の
ぼ

あ
さ

カ
ク

ベ
ツ

あ
つ（
い
）

な
つ

キ

ロ
ク

ま



中
　
一
　
年
　
　
　（
行
書
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
　
説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小
　
六
　
年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年
　
　（
行
書
）

−  14  −−  15  −

教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　7 月24 日（必着）

ジ

カ
ン

タ
ン

シ
ュ
ク

カ
ン

タ
ン

さ
か
な

リ
ョ
ウ



▼小三年以下の課題　　後
ご

　藤
とう

　友
ゆう

　泉
せん

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　江
え

　本
もと

　由
ゆう

　泉
せん

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

　
　
　
　
◇
作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、‌�

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、  ‌�

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、‌�

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

しめきり　7 月 24 日（必着）

う
つ
く

が
わ

ゆ
う

が
た

ひ
か

は
じ

ほ

お

は
や

ね
っ

ぶ
ん

す
い

さ
く

た
い

ざ
と

や
ま

な
つ

ま

び

き
ゅ
う

お
こ
な

ち
ゅ
う

し
ょ
う



−  17  −

幼
年
〜
小
二
年
　
　
酒さ

か

　
井い

　
智と

も

　
仔こ

　
書
　
　

教
き ょ う い く ぶ

育 部 毛
も う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　7月 24 日（必着）

中 心

中 心



−  18  −

小
三
〜
小
五
年
　
　
水み

ず

　
野の

　
碧へ

き

　
友ゆ

う

　
書
　
　

−  19  −

教 育 部 毛 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　7月 24 日（必着）

1

2

3
4 5

長
く

中 心



−  18  −−  19  −

小
六
〜
中
二
・
三
年
　
　
玉た

ま

　
樹き

　
小

し
ょ
う

　
華か

　
書
　
　

教 育 部 毛 筆 課 題 　　　　　　　　　　　しめきり　7月 24 日（必着）

※
行
書
は
線
の
連
な
り
や
気
脈
に
注
意
し
て
書
こ
う
。



−  48  −

短 期 特 別 課 題 優 秀 作 品  

出
品
数
＝
硬
筆
部
限
定
175
点

幼児・児童向け推薦図書

ひらがなのおけいこ帳

カタカナ・数字付

　　好評の奥村憲照先生のひらがなに、カタカナ・

　数字も加えて、新しいおけいこ帳が誕生しました。

　ナント価格は据置きです！何事も始めが肝心。

　幼児・児童におすすめの１冊です。

１冊　５６０円（税込み・〒実費）

　3歳からの文字指導

　ぬ り も じ
　ひらがなを覚え始めた幼児に最適の教材です。

ぬり絵と同様の遊び感覚で、楽しみながら自然に

ひらがなとその書き順が身につきます。

１冊　６１０円（税込み・〒実費）

　
奥
村
憲
照
先
生
揮
毫

「
ペ
ン
字
の
手
ほ
ど
き
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売
! !

　
本
会
創
始
者
・
奥
村
憲
照
先
生
唯
一
の
指
導
映
像
（
８
ミ
リ

映
画
）
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
、
ご
家
庭
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ペ
ン
の
持
ち
方
、
姿
勢
、
基
本
線
な
ど
の
比
較
的
初
心
者
向

け
の
内
容
で
す
が
、
憲
照
先
生
の
ペ
ン
技
法
の
真
髄
に
、
居
な

が
ら
に
し
て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ペ
ン
字
を
学
ぶ
人
必
見
の
貴
重
な
映
像
で
す
。

・
価
格
　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
枚
…
一
，
八
三
〇
円
（
税
込
み
）

・�

収
録
時
間
　
一
六
分
三
十
三
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
）
毛
筆
の
基
本

※�

昭
和
四
十
七
年
製
作
の
自
作
の
８
ミ
リ
映
画
を
そ
の
ま
ま
収

録
し
て
い
ま
す
の
で
多
少
の
画
像
の
乱
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

音
声
に
よ
る
解
説
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
み
）

本
誌
手
本
執
筆
者
交
代
の
お
知
ら
せ

　
今
月
号
よ
り
本
誌
の
執
筆
陣
が
、
次
の
と
お
り
交
代
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
は
、
長
年

に
わ
た
り
誠
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
七
月
号
か
ら
の
執
筆
の
先
生
方
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

［
一
般
部
］

◎
硬
筆
部
規
定
級
位�

大
谷
清
城
先
生
→
古
田
瑞
苑
先
生

◎
硬
筆
部
規
定
段
位�

奥
村
暢
之
先
生
→
新
井
龍
峰
先
生




